
2020. 12
321

令和2年12月1日発行 No.321No.321
月号



　

十
一
月
十
四
・
十
五
日
の
二
日
間
、
百
塚
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
東
側
荷
受
室
で
「
秋
冬
野

菜
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
朝
市
」
を
行
い
ま
し
た
。
今

般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
縮
小
又
は
中
止
と
な
る
中
、

組
合
員
の
所
得
確
保
お
よ
び
Ｊ
Ａ
の
食
を
提
供
す

る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
収
穫
に
感
謝
を
込

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
「
秋
冬
野
菜
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
朝
市
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
の
二
日

間
、
田
尻
東
の
総
合
機
械
セ
ン
タ
ー
で
秋

季
総
合
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
電
化
製
品
・
農
機
具
・
自

動
車
・
家
具
・
日
用
品
な
ど
が
お
値
打
ち

価
格
で
展
示
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

の
「
秋
季
総
合
展
示
会
」
の
ご
利
用
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
お
け

る
予
防
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
や
受

付
時
の
検
温
、
手
指
消
毒
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

十
一
月
四
日
、
２
０
２
０
年
度
富
山
市
表
彰
の

表
彰
式
が
富
山
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
方
自
治
、
市
民
生

活
、
産
業
経
済
、
教
育
文
化
な
ど
各
分
野
で
功
績

の
あ
り
ま
し
た
43
人
４
団
体
が
対
象
と
な
り
、
そ

の
中
で
川
腰
清
志
組
合
長
が
地
方
自
治
功
労
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
腰
組
合
長
は
、
老
田
地
区
自
治
振
興
会
長
等

と
し
て
、
住
民
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

秋冬野菜
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０
２
０
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川腰　清志 組合長
（老田地区自治振興会長）
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な
の
は
な
農
協
管
内
で
は
、
に
ん
じ
ん
栽
培

が
始
ま
り
今
年
で
４
年
目
と
な
り
、
約
90
㌃
、

２
経
営
体
が
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
降
雨
等
に
よ
り
播
種
時
期
は
予
定

よ
り
遅
れ
た
も
の
の
、
播
種
後
の
灌
水
が
適
正

に
行
わ
れ
、
発
芽
も
良
好
で
大
変
良
い
で
き
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
（
株
）
Ｇ
Ｆ
Ｍ
（
前
田
仁
一
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
な
の
は
な
農
協
理
事
））
の
圃
場
で
「
に
ん

じ
ん
」の
掘
取
り
体
験
が
行
わ
れ
、「
恵
光
学
園
」

の
園
児
や
保
護
者
の
方
々
約
40
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

食
農
・
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
農
業
や

自
然
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
や
地
産
地
消
の
推

進
、
生
産
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
今
回

で
３
回
目
の
企
画
と
な
り
ま
す
。

　

園
児
達
は
、
前
田
理
事
や
そ
の
ご
家
族
、
農

協
の
職
員
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
「
大
き
い
ね
」

「
い
っ
ぱ
い
取
れ
た
ね
ー
」
な
ど
と
楽
し
く
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
後
は
園
児
か
ら

お
礼
の
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
な
か
な
か
人

を
集
め
た
行
事
が
行
え
な
い
中
、
対
策
を
講
じ

た
上
で
無
事
に
掘
取
り
体
験
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
も
農
協
と
し
て
こ
の
よ
う
な

活
動
が
多
く
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
設
立
し
た
「
富
山
県
大
区
画
水
田
露

地
野
菜
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
た
ま
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
は
、
真
直
ぐ

２
畦
同
時
に
施
肥
・
畝
立
て
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
２
畦
同
時
成
型
施
肥
と
自

動
操
舵
装
置
に
よ
り
運
転
者
の
負
担
軽
減
及
び

作
業
時
間
の
削
減
が
で
き
る
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ

装
置
付
き
た
ま
ね
ぎ
移
植
機
を
用
い
て
定
植
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
六
日
は
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン

バ
ー
及
び
県
・
農
協
関

係
者
、
生
産
者
等
約
70

名
が
見
守
る
中
、
水
橋

常
願
寺
の
（
農
）
か
な

き
の
管
理
す
る
圃
場
で

２
畦
同
時
成
型
施
肥
作

業
が
行
わ
れ
、
十
月

二
十
七
日
に
は
た
ま
ね

ぎ
苗
の
定
植
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

十
一
月
二
十
四
日
に
は

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除

作
業
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
来
年
三
月

に
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
装
置
付
き
管
理
機
に
よ
る

追
肥
作
業
や
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
生
育
診
断

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
機
が
少
し
ず
つ
普
及
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
が
注
目
さ
れ
る
中
、
実
際
に
実
用

可
能
か
ど
う
か
も
確
認
し
な
が
ら
今
後
も
実
証

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ん

掘
取
り
体
験

に
ん
じ
ん

掘
取
り
体
験

に
ん
じ
ん

掘
取
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体
験

スマート農業
実証コンソーシアム

た
ま
ね
ぎ
定
植

作
業
を
行
う

た
ま
ね
ぎ
定
植

作
業
を
行
う

た
ま
ね
ぎ
定
植

作
業
を
行
う

「お礼のメダル」 「にんじんいっぱいとれたー」

−3−No.321 令和２年12月１日発行



　

毎
年
９
月
上
旬
、
子
供
達
に
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
大
切
さ
と
楽
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
青
年

部（
西
野
和
弘
部
長
）・
女
性
部（
谷
井
悦
子
部
長
）が
、

富
山
市
恵
光
学
園
の
園
児
や
保
護
者
、
園
職
員
な
ど

を
対
象
に
、
池
多
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
か
わ
り
、
採
れ
た
て
の
さ
つ
ま
い
も
を
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
園
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
芋
掘
り
ゲ
ー

ム
が
開
催
さ
れ
、
お
昼
は
さ
つ
ま
い
も
ご
飯
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
礼
状
と
子
供
達
が
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
（
谷
井
悦
子
部
長
）
で
は
、

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
活
動

と
し
て
、「
選
べ
る
女
性
部
ツ
ア
ー
」

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
つ
の
コ
ー
ス

の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
コ
ー
ス
へ
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
発
見
や
仲
間
と

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

Ａ
コ
ー
ス
は
、「
富
山
の
魅
力
を
再

発
見
〜
氷
見
日
帰
り
ツ
ア
ー
〜
」
と
題

し
３
班
に
分
け
て
実
施
、
重
要
文
化
財

の
勝
興
寺
や
美
し
い
回
遊
式
庭
園
の
光

久
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
は「
Ｍ
ｙ
茶
碗
で
お
茶
会
」

と
題
し
、
陶
芸
の
先
生
に
講
師
を
し
て

い
た
だ
き
、
思
い
思
い
の
器
を
作
成
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ら
、
お
披
露

目
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｃ
コ
ー
ス
は
「
簡
単
玉
ね
ぎ
料
理
講

習
会
」
と
題
し
、
和
合
支
部
の
上
滝
澄

子
支
部
長
の
指
導
の
も
と
、
お
う
ち
で

簡
単
に
作
れ
る
一
品
料
理
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
よ
う
な
皆
で
一
緒
に
で
き

る
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、

今
で
き
る
事
を
少
し
ず
つ
実
行
し
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

Aコース

Cコース

Bコース

恵光学園

芋
掘
り
体
験
中
止

芋
掘
り
体
験
中
止

選
べ
る

女
性
部
ツ
ア
ー

選
べ
る

女
性
部
ツ
ア
ー

女性部研修

子供達からのお礼状
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　「
農
協
ま
つ
り
」
は
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
一
月
十
三
日
に
令

和
二
年
度
農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
、
根
菜
類
・
葉
茎
菜
類
・
果
菜
類
・
い

も
類
等
な
ど
総
数
91
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
皆
様
方
の
熱
意
や
日
頃
の
栽

培
の
工
夫
等
が
感
じ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
出
来
映
え
で
あ
り
、

審
査
に
は
大
変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
生
産
者
の
高
い
栽
培
技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
な
・
安
心
な
農

産
物
の
栽
培
と
地
域
農
業

の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
例
年
は
「
農
協
ま

つ
り
」
に
併
せ
て
即
売
会
も

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
即
売
会
は
中
止

と
な
り
、
農
産
物
直
売
所
で

出
品
物
の
展
示
・
販
売
と
な

り
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
市
場
、
全
農
富

山
県
本
部
、
富
山
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
、
富
山
市
農
業
水

産
課
、
農
協
青
年
部
及
び

担
当
職
員
に
よ
っ
て
、
品
種

固
有
の
特
徴
、
品
質
の
揃
い
、

出
荷
規
格
の
遵
守
及
び
締

ま
り
、
光
沢
、
病
害
虫
の
有

無
な
ど
の
観
点
で
審
査
を

行
い
、
各
賞
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

品　　　目 支店名 氏　　名 賞内訳
大 　 　 根 和合 松浦　　正 富 山 市 長 賞
ね 　 　 ぎ 呉羽 西浦　義則 富 山 市 長 賞
キ ャ ベ ツ 和合 藤本　静代 全 農 賞
に ん じ ん 呉羽 前田　仁一 全 農 賞
白 　 　 菜 西部 家城一七子 農 業 振 興 会 長 賞
か 　 　 ぶ 呉羽 西浦タキ子 農 業 振 興 会 長 賞
い も 類 呉羽 大場　昌子 農 協 長 賞
ブロッコリー 和合 藤本　義正 農 協 長 賞

品　　　目 支店名 氏　　名
大 　 　 根 呉羽 西浦　義則
白 　 　 菜 西部 永守　清信
ね 　 　 ぎ 和合 ＩＨファーム
キ ャ ベ ツ 和合 上田善二郎
か 　 　 ぶ 呉羽 大場　昌子
い も 類 西部 岡崎　正行
り ん ご 南部 栗山　貴好
に ん じ ん 呉羽 須藤　光三
ブロッコリー 西部 上田　秀夫

品　　　目 支店名 氏　　名
大 　 　 根 南部 中山　宏夫
白 　 　 菜 西部 井澤　清裕
ね 　 　 ぎ 南部 (農)ファーム古沢
キ ャ ベ ツ 和合 (農)金山新営農
か 　 　 ぶ 西部 安川　義明
カリフラワー 和合 藤本　義正

１等賞

２等賞

３等賞

　
十
一
月
二
十
日
、
切
花
品
評
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
特
に
切

り
花
の
需
要
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
作
付

け
を
減
ら
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
な

か
、
切
り
花
十
七
点
、
花
木
類
三
点
、

総
数
二
十
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
切
り
前

の
状
態
②
花
色
の
発
色
状
態
③
全
体

の
草
姿
バ
ラ
ン
ス
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

④
病
害
虫
・
障
害
等
の
有
無
⑤
品
種
特
性

の
有
無
⑥
茎
葉
の
処
理
等
出
荷
技
術
に
つ

い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
下
記

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

切花品評会受賞者
賞　　　　　名 受賞品目・品種名 受賞者名

支店名 氏　名
金賞
３点

富山市長賞 ユリ（ピセノ） 中部 青山　愛子
ＪＡ全農とやま本部長賞 トルコギキョウ 西部 中川　清一
なのはな農業協同組合長賞 フウセントウワタ 和合 米山　幸子

銀賞
９点

富山市農業振興会長賞 小菊（ゆたか） 北部　 関野　久美
富山県花き生産者協議会長賞 ハボタン 北部 茶木　靖夫
富山市花き生産者協議会長賞 かいがらそう 和合 米山　幸子
富山中央花き園芸代表取締役社長賞 ユーカリ 和合 米山　幸子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ユリ（リパッソ） 和合 永森　静子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ユリ（イエローウィン） 中部 青山　愛子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ハボタン（ウィンターチェリー） 和合 米山　幸子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ストック 和合 米山　幸子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ユーカリ（銀世界） 中部 浅野　悦子

総出品点数２0点
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十
一
月
六
日
・
七
日

の
二
日
間
、
呉
羽
営
業

所
に
お
い
て
農
機
具
内

見
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
草

刈
機
・
動
力
散
布
機
な

ど
の
果
樹
関
連
の
農
機

具
や
冬
に
向
け
て
除
雪

機
な
ど
が
展
示
販
売
さ

れ
、
組
合
員
の
方
々
は

商
品
の
特
徴
や
作
業
能

力
な
ど
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
品
定
め
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す 

耳
よ
り
情
報
局

呉
羽
営
業
所

農
機
具
内
見
会

農
機
具
内
見
会

農
機
具
内
見
会
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（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です

米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策4．

コシヒカリの概況についてコシヒカリの概況について3．

★営農情報提供サービスへの　
　ご登録はこちらから☞

（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）
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R２

R１

平年

　生育基礎ほの坪刈収量は、目標比103％とやや多くなりました。これは㎡当たり穂数が目標比91％（平
年比96％）と少なかったものの、１穂粒数が多く、登熟歩合が　高かったことによるものです（図３）。
今年の初期生育は概ね順調で、分げつは平年並みからやや多めに確保されたものの、梅雨入り以降は多
くの弱勢な茎が淘汰され、その結果、穂数が平年より少なくなりました（図４）。目標とする茎数を確保
した後は、速やかに中干しを実施し、充実した茎（穂）にすることが重要です。

　今年の玄米の外観品質は、平年に比べて
乳白・心白粒が少なかったものの、基白粒・
背白粒の発生が目立ちました。また、斑点
米やくさび米等の着色粒も散見されました。
　品質を低下させる主な栽培的な要因と改
善対策は表２のとおりです。

　次年度も気象変動（高温）に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。　※
次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

表２　品質低下につながった主な要因と改善対策
主な発生要因

白未熟粒
・基白粒
・背白粒
・腹白粒
・乳白粒
・心白粒

過剰着粒
１穂粒数に依存した着粒

・適正な基肥量（転作跡田は減肥する）
・適正な栽植株数、植付本数、植付深さで穂数を確保
・中干しの徹底（遅れず、しっかりと干す）
・中干し後に生育過剰な場合、落水期間が長めの間断かん水の実施
・土づくり、基肥をしっかり施用　　・葉色に応じた追加穂肥の実施
・水管理の徹底による根量の確保（適期の中干し、幼穂形成期の飽水管理、
　出穂後の湛水管理）
・コシヒカリは５月15日を中心とした田植え
・老化苗の防止→計画的な播種（播種～田植えまで20日以内を目安）
・品種毎の適切な時期に防除を実施
・穂揃期と傾穂期の２回防除の徹底
・雑草地や畦畔の草刈りの徹底、ほ場内の除草の徹底
・水管理の徹底（出穂後の湛水管理、間断かん水による土壌水分保持）

稲体の活力低下

出穂が早い

防除時期が遅い
防除回数が少ない

雑草が多く、カメムシが多発

登熟期間の水管理の不徹底

斑点米

くさび米

主な対策及び改善方向（例）

図３　収量及び収量構成要素（対目標比） 図４ ㎡当たり茎数の推移

～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～

今年産で目立った被害粒等

基白粒 背白粒 斑点米 くさび米

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

令和２年産米の作柄及び品質令和２年産米の作柄及び品質１．

気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響2．
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令和２年産米の生育経過、収量・品質の概況令和２年産米の生育経過、収量・品質の概況
猛暑にもかかわらず前年並みに高い１等比率を達成!! 

来年も高品質米の安定生産の継続を！
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等
米
比
率
　
％ コシヒカリ

てんたかく

てんこもり

降水量

日射量

平均気温

気
　
　
　温

降
水
量・日
射
量

田植え後～６月上旬の高温多照
　　→初期生育の促進

７月の低日射
→生育の鈍化

梅雨（６月11日～８月１日）

コシヒカリ出穂期
８月４日(平年より４日遅い) コシヒカリ成熟期

９月８日(平年並み)

Mm/day,MJ/㎡

※……は平年値

℃
８月～９月上旬の高温多照
→成熟期の前進、白未熟粒の発生
８月～９月上旬の高温多照
→成熟期の前進、白未熟粒の発生

　本年の富山県産米の作柄は、10月現
在で、作況指数103、10ａ当たり収量
535kgと昨年より収穫量がやや増加す
る見込みです（前年528kg）。
　また、品質は概ね良好で、JAなのはな
のコシヒカリの１等比率は６年連続で
90％を超える結果となりました。これは、
猛暑の中でも白未熟粒や胴割粒などの
発生を抑えられたことによります。
　なお、うるち玄米の２等以下に格付
けされた理由としては、部分カメが64
％と最も多く、次いで除青未熟12％、
心白粒７％、もみ混入６％となってい
ます。

　今年は、田植え後から６月初旬にかけて高温多照で推移し、初期生育は概ね良好となりました。茎数
は平年並みに推移しましたが、梅雨以降の曇天により茎の充実が不足し、穂数は平年より少なくなりま
した。また、７月の低温で生育が緩慢となり出穂期に遅れがみられましたが、８月の高温多照により登
熟が早回り、コシヒカリの成熟期は平年並みとなりました。
　コシヒカリの出穂後20日間の平均気温は28.7℃（JAなのはな生育基礎ほ）と昨年並みに高く、品質へ
の影響が懸念されましたが、適切な水管理や籾の黄化に応じた早めの収穫など栽培管理を徹底した結果、
胴割粒などの発生を抑えることができ、１等比率を高い水準で維持できました。

表１ 令和２年産米の作柄品質
作況指数
（10月15日現在） 富山県　１０３

富山県　５３５㎏

富山県    ９０.１％
JAなのはな ９４.７％

10ａ当たり収量
（10月15日現在）

うるち玄米１等比率
　県： 9月30日現在
　JA：10月29日現在

（1.9mmベース）

図１ ＪＡなのはな品種別１等米比率

図２　令和２年の気象経過（富山地方気象台）

※Ｒ2は10月29日現在
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・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報
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コシヒカリの概況についてコシヒカリの概況について3．

★営農情報提供サービスへの　
　ご登録はこちらから☞

（QRコードにスマホ等をかざして
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80

100

120

坪刈収量

(540kg/10a)

㎡当穂数

(400本)

1穂粒数

(70粒)

登熟歩合

(87%)

玄米千粒重

(22.5g)

平年

R1

R2

0

100

200

300

400

500

600

5/25 6/1 6/8 6/15 6/22 6/29 7/6 穂揃期成熟期

茎
数
・
穂
数
（
本
/
㎡
）

R２

R１

平年

　生育基礎ほの坪刈収量は、目標比103％とやや多くなりました。これは㎡当たり穂数が目標比91％（平
年比96％）と少なかったものの、１穂粒数が多く、登熟歩合が　高かったことによるものです（図３）。
今年の初期生育は概ね順調で、分げつは平年並みからやや多めに確保されたものの、梅雨入り以降は多
くの弱勢な茎が淘汰され、その結果、穂数が平年より少なくなりました（図４）。目標とする茎数を確保
した後は、速やかに中干しを実施し、充実した茎（穂）にすることが重要です。

　今年の玄米の外観品質は、平年に比べて
乳白・心白粒が少なかったものの、基白粒・
背白粒の発生が目立ちました。また、斑点
米やくさび米等の着色粒も散見されました。
　品質を低下させる主な栽培的な要因と改
善対策は表２のとおりです。

　次年度も気象変動（高温）に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。　※
次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

表２　品質低下につながった主な要因と改善対策
主な発生要因

白未熟粒
・基白粒
・背白粒
・腹白粒
・乳白粒
・心白粒

過剰着粒
１穂粒数に依存した着粒

・適正な基肥量（転作跡田は減肥する）
・適正な栽植株数、植付本数、植付深さで穂数を確保
・中干しの徹底（遅れず、しっかりと干す）
・中干し後に生育過剰な場合、落水期間が長めの間断かん水の実施
・土づくり、基肥をしっかり施用　　・葉色に応じた追加穂肥の実施
・水管理の徹底による根量の確保（適期の中干し、幼穂形成期の飽水管理、
　出穂後の湛水管理）
・コシヒカリは５月15日を中心とした田植え
・老化苗の防止→計画的な播種（播種～田植えまで20日以内を目安）
・品種毎の適切な時期に防除を実施
・穂揃期と傾穂期の２回防除の徹底
・雑草地や畦畔の草刈りの徹底、ほ場内の除草の徹底
・水管理の徹底（出穂後の湛水管理、間断かん水による土壌水分保持）

稲体の活力低下

出穂が早い

防除時期が遅い
防除回数が少ない

雑草が多く、カメムシが多発

登熟期間の水管理の不徹底

斑点米

くさび米

主な対策及び改善方向（例）

図３　収量及び収量構成要素（対目標比） 図４ ㎡当たり茎数の推移

～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～

今年産で目立った被害粒等

基白粒 背白粒 斑点米 くさび米
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務
の
省
略
化
に
繋
が
る
よ
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
ど
う
す
れ

ば
、
良
い
ん
で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.nta.go.jp

）
に
詳
し
く
載
っ
て
お
る
ぞ
。

そ
こ
で
年
末
調
整
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ぞ
。
ス
マ
ホ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
ア

プ
リ
ス
ト
ア
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
い
え
ば
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
年
末
調
整
説
明
会
が
中
止
に

な
っ
た
と
か
・
・
・
。

御
隠
居
・
・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
年
末
調

整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」
が
開
設
さ
れ
て
お
る

ぞ
。
令
和
２
年
分
の
年
末
調
整
は
、「
給
与
所
得

控
除
」
や
「
基
礎
控
除
」
の
ほ
か
、
改
正
事
項
も

多
い
よ
う
な
の
で
、
掲
載
さ
れ
た
手
引
な
ど
を
参

考
に
、
手
続
を
進
め
る
と
よ
い
ぞ
。
熊
さ
ん
、
こ

こ
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
か
ら
、
ご
覧
な
さ
い
。

熊
さ
ん
・
・
な
る
ほ
ど
、
動
画
に
よ
る
「
年
末
調
整

の
し
か
た
」
っ
て
の
も
見
ら
れ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。

ま
た
、
誤
り
や
す
い
点
の
チ
ェ
ッ
ク
表
や
Ｑ
＆
Ａ

等
も
あ
っ
て
、
参
考
に
な
り
そ
う
で
や
ん
す
ね
。

早
速
、
知
り
合
い
に
も
伝
え
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
年
末
調
整
の
し
か
た
や
年
末
調
整
の
電

子
化
の
ほ
か
、
様
々
な
国
税
に
関
す
る
質
問
や
相

談
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
み
る

と
よ
い
ぞ
。
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
４
３
２

−

４
１
９
１（
代
）
※
音
声
案
内
に
従
い「
１
」番
を

選
択
）で
も
、詳
し
く
回
答
し
て
も
ら
え
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
し
た
。
と
こ
ろ
で
御
隠
居
、

あ
っ
し
も
早
く
配
偶
者
を
見
つ
け
た
い
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
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残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
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な
相
談
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け
付
け
て
お
ら
ん
が
、
熊
さ
ん
に
も
、
早
く
お
相

手
が
見
つ
か
る
と
よ
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の
う
。�

（
富
山
税
務
署
）

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
時
が
経
つ
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早
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の
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も
う
師
走
で
や
ん
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。

御
隠
居
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そ
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じ
ゃ
な
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12
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え
ば
、
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末

調
整
の
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じ
ゃ
な
。
勤
務
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に
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保
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告
書
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等
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出
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と
に
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り
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マ
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年
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所
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び
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所
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業
員
は
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
年

末
調
整
書
類
を
作
成
す
る
た
め
①
控
除
額
等
の
記

入
・
手
計
算
が
不
要
②
万
が
一
デ
ー
タ
を
紛
失
し

た
場
合
、
書
面
と
違
っ
て
再
取
得
が
容
易
③
押
印

も
不
要
と
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
の
う
。

給
与
の
支
払
者
も
①
控
除
額
の
検
算
や
控
除
証
明

書
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
要
②
従
業
員
か
ら
の
問
合
せ

が
減
少
③
書
類
の
保
管
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
事

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
年
末
調
整
手
続
き
に
つ
い
て
─

　
厚
生
連
高
岡
病
院
で
は
、
２
０
２
０
年
11
月
よ
り
県
内
初
、
最
新
鋭
Ｃ
Ｔ
装
置
に
入
れ

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
導
入
か
ら
10
数
年
経
過
し
て
い
た
１
台
、
９
年
経
過
し
て

い
た
２
台
の
Ｃ
Ｔ
装
置
の
代
わ
り
に
Ｇ
Ｅ
社
製 Revolution CT 

１
台
、Revolution 
M

axim
a CT 

２
台
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。Revolution CT

は
大
き
な
検
出
器
を
搭
載
し
、

全
身
を
約
３
秒
で
撮
影
で
き
ま
す
。
心
臓
や
頭
部
全
体
を
す
ば
や
く
撮
影
す
る
こ
と
が
可

能
な
た
め
、
体
動
や
呼
吸
が
激
し
い
場
合
で
も
ブ
レ
の
少
な
い
画
像
が
撮
影
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
更
新
で
、
よ
り
安
全
で
高
品
質
な
検
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

①
被
ば
く
量
の
低
減

　
最
近
話
題
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｔ
検
査
で
の
被
ば
く
を
画
像
再

構
成
技
術
の
進
化
に
伴
い
、
従
来
比
よ
り
最
大
82
％
低
減

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
画
質
も
向
上
し
、

ノ
イ
ズ
低
減
も
実
現
し
た
た
め
従
来
よ
り
も
少
な
い
Ｘ
線

量
で
高
画
質
な
検
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

②
Ａ
Ｉ
技
術
搭
載
カ
メ
ラ
の
採
用

　
Ａ
Ｉ
技
術
を
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
様
々
な
患
者
さ
ん
の
自
動
位
置
決
め
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。Ａ
Ｉ
搭
載
カ
メ
ラ
で
体
厚
な
ど
の
体
格
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
取
得
し
、基
準
点
・
中
心
を
設
定
し
ま
す
。

位
置
決
め
の
自
動
化
に
よ
り
高
精
度
、
検
査
時
間
の
短
縮
、

再
現
性
、
標
準
化
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

③
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
（
偽
像
）
の
低
減

　
近
年
増
加
し
て
い
る
体
内
金
属（
ク
リ
ッ
プ
、ス
テ
ン
ト
、

ボ
ル
ト
、
プ
レ
ー
ト
な
ど
）
は
従
来
の
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
体

内
留
置
後
の
周
辺
部
位
は
金
属
の
影
響
で
見
え
に
く
く

な
っ
て
診
断
困
難
で
し
た
が
、
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
除

去
の
技
術
の
進
歩
に
伴
い
体
内
金
属
の
影
響
を
大
幅
に
低

減
す
る
こ
と
が
で
き
診
断
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

④
撮
影
時
間
の
短
縮

　
高
速
撮
影
が
可
能
に
な
り
、
息
止
め
時
間
の
短
縮
、
鎮

静
剤
使
用
の
回
避
、
動
き
に
よ
る
画
質
低
下
が
減
少
し
ま

し
た
。心
臓
の
冠
動
脈
検
査
に
お
い
て
も
高
心
拍
、不
整
脈
、

息
止
め
困
難
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
従
来
よ
り
も
高
画
質

で
診
断
し
や
す
い
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
厚
生
連
高
岡
病
院
で
は
、
２
０
２
０
年
11
月
よ
り
県
内
初
、
最
新
鋭
Ｃ
Ｔ
装
置
に
入
れ

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
導
入
か
ら
10
数
年
経
過
し
て
い
た
１
台
、
９
年
経
過
し
て

い
た
２
台
の
Ｃ
Ｔ
装
置
の
代
わ
り
に
Ｇ
Ｅ
社
製 Revolution CT 

１
台
、Revolution 
M

axim
a CT 

２
台
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。Revolution CT

は
大
き
な
検
出
器
を
搭
載
し
、

全
身
を
約
３
秒
で
撮
影
で
き
ま
す
。
心
臓
や
頭
部
全
体
を
す
ば
や
く
撮
影
す
る
こ
と
が
可

能
な
た
め
、
体
動
や
呼
吸
が
激
し
い
場
合
で
も
ブ
レ
の
少
な
い
画
像
が
撮
影
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
更
新
で
、
よ
り
安
全
で
高
品
質
な
検
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

①
被
ば
く
量
の
低
減

　
最
近
話
題
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｔ
検
査
で
の
被
ば
く
を
画
像
再

構
成
技
術
の
進
化
に
伴
い
、
従
来
比
よ
り
最
大
82
％
低
減

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
画
質
も
向
上
し
、

ノ
イ
ズ
低
減
も
実
現
し
た
た
め
従
来
よ
り
も
少
な
い
Ｘ
線

量
で
高
画
質
な
検
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

②
Ａ
Ｉ
技
術
搭
載
カ
メ
ラ
の
採
用

　
Ａ
Ｉ
技
術
を
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
様
々
な
患
者
さ
ん
の
自
動
位
置
決
め
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。Ａ
Ｉ
搭
載
カ
メ
ラ
で
体
厚
な
ど
の
体
格
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
取
得
し
、基
準
点
・
中
心
を
設
定
し
ま
す
。

位
置
決
め
の
自
動
化
に
よ
り
高
精
度
、
検
査
時
間
の
短
縮
、

再
現
性
、
標
準
化
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

③
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
（
偽
像
）
の
低
減

　
近
年
増
加
し
て
い
る
体
内
金
属（
ク
リ
ッ
プ
、ス
テ
ン
ト
、

ボ
ル
ト
、
プ
レ
ー
ト
な
ど
）
は
従
来
の
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
体

内
留
置
後
の
周
辺
部
位
は
金
属
の
影
響
で
見
え
に
く
く

な
っ
て
診
断
困
難
で
し
た
が
、
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
除

去
の
技
術
の
進
歩
に
伴
い
体
内
金
属
の
影
響
を
大
幅
に
低

減
す
る
こ
と
が
で
き
診
断
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

④
撮
影
時
間
の
短
縮

　
高
速
撮
影
が
可
能
に
な
り
、
息
止
め
時
間
の
短
縮
、
鎮

静
剤
使
用
の
回
避
、
動
き
に
よ
る
画
質
低
下
が
減
少
し
ま

し
た
。心
臓
の
冠
動
脈
検
査
に
お
い
て
も
高
心
拍
、不
整
脈
、

息
止
め
困
難
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
従
来
よ
り
も
高
画
質

で
診
断
し
や
す
い
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Revolution CT Revolution Maxima CT

最
新
鋭
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
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おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

季
節
や
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
多
彩
な
ク
ッ
キ
ー

缶
を
32
種
類
紹
介
。
缶
の
大
き
さ
に
合
わ
せ

た
ク
ッ
キ
ー
の
作
り
方
や
美
し
く
詰
め
る
コ

ツ
を
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
誰

に
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
わ
い
い
ク
ッ

キ
ー
缶
が
自
分
で
作
れ
る
！

定価：1,600円＋税

はじめてのクッキー缶
もらってうれしい小さなお菓子と詰め方のコツ

薬
膳
を
取
り
入
れ
た
初
め
て
の
ス
ー
プ

ジ
ャ
ー
弁
当
の
本
。
調
理
時
間
は
た
っ
た
10

分
で
、
使
う
主
材
料
は
食
べ
合
わ
せ
効
果
の

あ
る
３
つ
だ
け
！
和
洋
中
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
味
で
毎
日
飽
き
ず
に
楽
し
め
る
。
症
状

別
の
薬
膳
ア
ド
バ
イ
ス
つ
き
。

定価：1,300円＋税
薬膳スープジャー弁当
朝10分で作れる

お
肉
と
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
「
肉
巻
き
」

レ
シ
ピ
。
短
時
間
で
簡
単
に
作
れ
る
う
え
に

見
栄
え
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
バ
ッ
チ
リ
。
巻

き
方
の
コ
ツ
や
素
材
の
切
り
方
も
丁
寧
に
解

説
。
保
存
し
て
お
け
ば
お
弁
当
の
お
か
ず
や

お
つ
ま
み
に
も
使
え
る
！

肉巻きレシピ
くるくる巻いてすぐにおいしい

定価：1,400円＋税

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ 永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

（１）鶏もも肉は細く切り、ボールに入れ混ぜ合わ
せた漬け地（A）に10分漬ける。マイタケは一
口大にばらしておく。

（2）フリット衣の材料（B）を混ぜ合わせ、（１）を入
れて衣をまぶし、1180度の油できつね色に揚
げ軽く塩を振る。

作り方

（3）器に（2）を盛り付け、合わせたポン酢だれ
（C）を回し掛け、お好みのハーブ（材料外）を
飾って出来上がり。

（１）レンコンを粗めにすりおろし、片栗粉と混
ぜ合わせた耳たぶほどの固さにし一口大
に丸め、180度のサラダ油できつね色にな
るまで揚げる。

（2）鍋にあん掛けの材料と食べやすい大きさ
にカットしたシイタケ、マッシュルームを入
れ火にかけ、火が通ったら水溶き片栗粉を
回し入れあんを作る。

作り方

（3）器に（１）と栗を盛り付け、（2）を上から回し
掛け、おろしショウガをのせ、ミツバを散ら
して出来上がり。

材料（2人分）

レ
ン
コ
ン
餅
、栗
と

き
の
こ
の
あ
ん
掛
け

若
鶏
と
マ
イ
タ
ケ
の

カ
レ
ー
フ
リ
ッ
ト

材料（2人分）
レンコン
片栗粉
栗（蒸した物）
シイタケ
マッシュルーム
ミツバ
おろしショウガ
サラダ油
〈あん掛け〉
　かつおだし
　みりん
　薄口しょうゆ
水溶き片栗粉

300g
大さじ2
6個
2個
2個
適宜

小さじ1
適宜

3/4カップ
大さじ1と1/2
大さじ1と1/2

大さじ1

鶏もも肉
マイタケ
サラダ油
塩
（A）鶏肉の漬け地
　料理酒
　みりん
　おろしショウガ
　おろしニンニク
　カレー粉
（B）フリット衣
　小麦粉
　ビール
（C）ポン酢だれ
　ポン酢
　オリーブ油
　ダイコンおろし

1/2枚
50g
適宜
適宜

大さじ1
大さじ1
小さじ1
小さじ1
小さじ1

100g
120g

大さじ2
大さじ2
大さじ1

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
（答は１3Ｐ）
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年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
、

左
記
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

12月28日
（月）

29日
（火）

30日
（水）

31日
（木）

１月１日
（金）

２日
（土）

３日
（日）

４日
（月）

５日
（火）

支店・
営業所

通常
営業

通常
営業

通常
営業 休業 休業 休業 休業

貯金業務
のみ

取り扱い

通常
営業

給油所 通常
営業

通常
営業

通常
営業

臨時営業
（※和合のみ） 休業 休業 通常営業

（和合のみ）
通常営業
（和合のみ）

通常
営業

農産物
直売所 臨時営業 通常営業 臨時営業（午後３時まで） 休業 休業 休業 休業 休業 通常営業

（初売り）

※
和
合
給
油
所
の
臨
時
営
業
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

大かぶ（全地域）泥ねぎ（全地域）ゆず（全地域）

イチゴ人参（全地域） 大根（全地域）

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

　員

募
集
中

昨 年 ご好 評 い た だ き ました
“グリーンパワーなのはな”の摘み
たてイチゴ（かおりの）、今年も順調
に育ちました。12月中旬から全力
出荷！

越冬野菜の定番。ネギは冬期間よ
く使います。日陰の土中に青葉を
出して斜めに埋めておけば、春ま
で保存できます。

二キロ以上に育つ大きなかぶ。香
りが強く、肉質も緻密であること
から、千枚漬けやかぶら寿しには
最適です。

人参は品種改良が進んで、甘味が増しク
セがなく食べやすいものが多くなりまし
た。お正月に向けて出回る真っ赤な金
時人参や、食卓に彩りを添える生食に
適したカラフルな人参などもお試しを。

煮物・漬け物・サラダ向きなど旬
の時期ならではの大根が勢揃い。
形や大きさも色々ですので、お目
当ての大根がきっと見つかるはず。

柚子には果肉や果汁だけでなく皮や種
など、実のあらゆる部分に体に良い様々
な栄養が含まれています。食す以外にも、
お風呂に入れたり香りを楽しんだりい
ろんな場面で活用したい優れものです。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

5日間！！5日間！！
お問合せ先

和合給油所
TEL 076‒435‒3050
呉羽給油所
TEL 076‒434‒2214

JAなのはな

毎週木曜日は毎週木曜日は

特売日!特売日!
12月3日・10日・17日・
　　24日・31日の
12月3日・10日・17日・
　　24日・31日の

ハイオク・レギュラー・軽油対象ハイオク・レギュラー・軽油対象

大幅値引き！大幅値引き！１ℓあたり１ℓあたり
※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

JA-SS 
12月の
お得な
キャンペーン
情報!

JAなのはな
総合機械センター 自動車課

一般整備・
車検整備・
板金塗装・
民間車検指定工場

● ご用命は当整備工場へ ●● ご用命は当整備工場へ ●
富山市田尻東2－1　TEL 076－435－0055　FAX 076－435－0030

年
末
年
始
の

営
業
案
内

年
末
年
始
の

営
業
案
内

年
末
年
始
の

営
業
案
内
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答え
２…窓の照明が消えて
いる

３…カーテンのひもが
短い

６…匂いの線が違う

９…ろうそくの溶け方
が違う

12…ポットの模様が違
う

１１．　６　呉羽営業所農機内見会（～７日）
　 １４　秋冬野菜ドライブスルー朝市（～１５日）
　 ２５　役員会　支店長会議
　 ２８　秋季総合展示会（～２９日）

JA日誌JA日誌

◆付議事項
・理事との契約について
・法人の准組合員の申し込みについて
・出資金の減額について

◆報告事項
・1０月末残高試算表について
・1０月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
・貸出について
・共済コンプライアンス点検結果について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購 買 品 供 給 高
販 売 品 販 売 高

５，３７５人
５，５０６人

１１４４億７６０６万円
９０５億５９２３万円
１６８億２８５６万円

２３５７億９２１０万円
３０億 ３５０万円

２４億８７２３万円

　和名のリンドウは、中国植物名（漢名）の竜胆／龍胆
（りゅうたん）の音読みに由来し、中国では代表的な苦
味で古くから知られる熊胆（くまのい）よりも、さらに
苦いという意味で「竜胆」と名付けられたものであります。
リンドウの全草は苦く、特に根は大変苦くて薬用になり
ます。 地方による別名は、イヤミグサ、ケロリグサなど
があり、イヤミグサは、「胃病み草」の意味であります。

役員会報告　11月25日（水）開催

JAなのはな概況　（10月31日現在）

表紙説明《リンドウ》

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月 定休日（農産物直売所）

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 定休日（農産物直売所）
フラワーアレンジ（東部）

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月 定休日（農産物直売所）

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月 臨時営業（農産物直売所）
フラワーアレンジ（呉羽）

29 火 フラワーアレンジ（東部）

30 水 フラワーアレンジ（水橋）

31 木 臨時営業（和合給油所）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
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令和３年産「富富富」
生産者募集説明会

令和２年産「富富富」栽培結果検討会 同時開催

ＪＡなのはな「富富富」ブランド化推進協議会

問い合わせ先：なのはな農協営農部営農企画課  TEL 076-438-2213

■ 令和２年12月10日（木）午後２時00分～
■ なのはな農協本店３階ホール
日時

場所

広報
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